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モモせん孔細菌病の秋季防除を徹底しましょう

※２週間間隔で２回散布する。ただし、甚大な被害がでた地域は
　２週間間隔で３回必ず散布する。
※強風に伴う雨で広く拡散するため、防除は台風の接近や前線に
　伴う降雨前に必ず行う。

防　除　薬　剤
（100㍑あたり薬量）

散 布 量 注 意 事 項

９月中旬
　　　　～
　　　　１０月上旬

ＩＣボルドー412　　　　30倍
（3.3kg）
　　　　　または
4-12式ボルドー液
（硫酸銅400g、生石灰1.2kg）

500㍑

　／10ａ

水稲の省力・低コスト栽培技術「高密度播種苗」導入への取り組み

　総合農業技術センターでは、水稲の省力・低コスト栽培技術として近年注目されて

いる高密度播種苗を用いた栽培技術の検討を行っています。

　育苗箱１箱当たりの播種量を多くした高密度播種苗は、移植時の掻き取り幅を小さ

くすることで移植時に必要な育苗箱数を減らすことができ、育苗や田植えの労力軽減

やコスト削減につながる技術ですが、苗の徒長や老化しやすい等の育苗上の課題のほ

か、移植精度が劣るなどの課題があります。

　この栽培技術の理解を深めるため、５月２７日に北杜市長坂町で高密度播種苗を用

いた移植検討会を開催し、移植精度の確認調査を行いました。

　今後は、生育経過や収量、品質などの調査を行い、本県に適した栽培技術の確立を

図っていきます。

農業革新支援スタッフ【作物】
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　モモせん孔細菌病は、本年も県下の桃産地で広く発生し、さらに梅雨期の記録的な降雨により菌が園に蔓延して
いることが懸念されます。
　本病の病原菌は、秋に落葉痕や皮目から感染し、越冬後に春の枝病斑となります。風雨により菌が分散し、葉や
果実、新梢へ伝染しますので、下の表を参考に、秋の防除を徹底しましょう。
　薬液がかかりやすくなるように秋季剪定を薬剤散布前に行うとともに、病斑のある枝を除去しておくことも、感
染を防止するために重要です。秋季剪定の際には病斑のある枝も併せて剪除し、畑の外に持ち出し処分しましょう。

時 　 期

　住宅隣接園では、ICボル
ドー412または4-12式ボ
ルドー液にかえてムッシュ
ボルドーDF（500倍）　加
用クレフノン（100倍）を
用いる。ただし、薬害が発
生するおそれがあるため、
高温時の散布は避ける。

せん孔細菌病の防除薬剤

農業技術課

県オリジナル品種「ブラックキング」の普及に向けて県オリジナル品種「ブラックキング」の普及に向けて

　大粒で食味が優れるブドウ新品種「甲斐ベリー３（商標ブラッ
クキング）」は、果粒肥大促進技術を組み合わせた体系処理を行う
ことで、極大粒化が図れることが、令和元年度の果樹試験場の成
果として発表されました
　この技術は、樹勢の落ち着く樹齢７年生以降の樹で行うこと、
晩腐病対策の徹底することなどがポイントです。
　今年度も研究成果と同様に、試験場内の圃場で大粒になった「ブ
ラックキング」が誇らしげに実り、令和２年８月２５日に県内の
栽培者を対象に一般公開されました。
　今後も本品種の高付加価値栽培によるブランド化に向けた取り
組みを支援していきます。

農業革新支援スタッフ【果樹】

枝の被害 葉の被害

山梨県

農地中間管理機構
（山梨県農業振興公社）

「農地中間管理事業」の仕組み

・経営規模を拡大したい

・新規に就農したい

等

農地を借りたい人
（受け手）

・高齢等の理由から

農業をリタイアしたい

・耕作面積を縮小したい

・農地を相続したが、

農業ができない 等

農地を貸したい人
（出し手）

農地中間管理事業とは、中間管理機構（県農業振興公社）が農業のリタイヤを考えている方々等
から農地を借り受け、農業経営の規模拡大や新規就農希望者等へ橋渡しする事業です。
「農地を貸したい」「農地を借りたい」「制度を詳しく知りたい」という方はお気軽にご相談ください！

＜貸し手の方へのメリット＞

★確実に賃料が支払われます！

★国の協力金が支払われる場合があります！

＜借り手の方へのメリット＞

★必要な場合は、使い勝手の良い農地へ整備し、貸し付けます！

★賃借地が複数の場合でも賃料支払先が一つで済みます！

■相談窓口

・各市町村（農政担当又は農業委員会）

・中北農務事務所（地域農政課） 0551-23-3078

・峡東農務事務所（地域農政課） 0553-20-2708

・峡南農務事務所（地域農政課） 055-240-4113

・富士・東部農務事務所（地域農政課）
・（公財）山梨県農業振興公社

0554-45-7825

貸

付
貸

付

・北杜市農業振興公社 0551-25-2885

・中央市農業振興公社 055-269-2411

・ＪＡふえふき 055-265-1607

・ＪＡ南アルプス市 055-283-7134

・ＪＡフルーツ山梨 0553-22-3101

・ＪＡ山梨みらい 055-223-9664

移植検討会の様子

慣行苗（左）と高密度播種苗（中、 右）の状況

055-232-2760

農地中間管理事業をご活用ください︕農地中間管理事業をご活用ください︕

令和３年の補償分　収入保険加入申請受付中︕令和３年の補償分　収入保険加入申請受付中︕



　中北地域普及センターには、新たに農業を始めたいとい
う方からの相談が年間 60 件以上あります。年齢や出身地、
これまでの経験や経歴などは様々で、栽培したい作目や販
売方法など目指す営農の形も十人十色です。こうした多様
な就農希望者に対して、それぞれの状況に応じた就農まで
のプロセスを説明するとともに、各種支援制度の紹介や活
用に向けた支援を行っています。
　その中でも今年度新たな事業として創設された「やまな
しあぐりゼミナール研修」は、地域の先進農家の元での実

習と農業関係機関での経営管理等の講義が組み合わさ
り、基礎的な知識や栽培技術習得が必要な方にとても
有効な研修となっています。普及センターでは、こう
した研修制度の活用にあたって、就農ニーズに適合し
た先進農家とのマッチングをはじめ、研修中の相談対
応や就農に向けての経営計画づくりなど、関係機関と
連携して各段階に応じたフォローを実施しています。
当地域で農業経営を志す方が様々な課題を解決して円
滑に就農できるよう、引き続き積極的な支援を行って
いきます。

中北地域普及センター中北地域普及センター
円滑な就農に向けた支援円滑な就農に向けた支援

　県では農業経営の発展や改善を支援するため、「山梨県農業経営相談所」（以下「相談所」）を設
置しています。相談所では、法人化や事業継承など農家が抱える様々な課題を解決するため、専門
性の高い構成員による支援チームを結成しており、専門的な指導が必要な場合は、税理士等の専門
家を派遣して助言を受けることが可能となっています。
　峡東地域普及センターでは、これまで農業経営に関する相談を受ける中で、昨年度は７件の専門
家による指導を実施しました。うち１件は農業経営の法人化に至り、引き続き経営の安定化を支援
していく予定です。これ以外にも経費の見直し等による所得向上や後継者の確保、経営継承等の課
題解決に向けた支援を行っています。
　今後も引き続き、農業経営の改善に取り組む意欲的な農業者を中心に、相談所の活用を促すこと
で産地の維持に取り組んでいきます。

峡東地域普及センター峡東地域普及センター
農業経営相談所を活用した経営改善支援農業経営相談所を活用した経営改善支援

　峡南地域普及センターでは、身延町の特産物である「あけぼの
大豆」の生産安定に向けた技術の導入を支援しています。産地で
は、ハトや鹿、猿などの鳥獣被害が年々深刻化しており、効果的
な対策技術の確立と普及が課題となっています。
　そのため今年度は、町、あけぼの大豆拠点施設、あけぼの大豆
振興協議会等と連携し、育苗・移植栽培による鳥害防止効果や、
獣害防止電気柵「獣塀くんライト」による被害軽減効果について
検証しています。

　6 月下旬～ 7 月の多雨で苗の定植が約 2 週間遅れま
したが、段階的な播種や摘心により生育を調整し、必
要な苗数を確保できました。
　また、機械移植の実演や「獣塀くんライト」の設置
講習会を開催したところ、参加者の鳥獣害対策技術へ
の関心や導入意欲が高まりました。
　8 月中旬現在、実証圃場での鳥獣被害は確認されて
いませんが、今後は収穫期までの被害軽減効果や品質・
収量等への影響を検証し、あけぼの大豆の生産安定を
支援していきます。

峡南地域普及センター峡南地域普及センター
あけぼの大豆の生産安定に向けた取り組みあけぼの大豆の生産安定に向けた取り組み

　都留市では、2016 年に｢道の駅つる｣が整備され、リニア見学センターとあわせて多くの観光客
が訪れています。
　市は、道の駅つるを中心とした地産訪消型の農業を農業振興の柱として位置づけ、観光客からニー
ズの高いモモ・ブドウの生産振興を進めてきました。
　昨年度、新たに農業参入した企業が、地産訪消品目として夏秋イチゴの観光園に取り組んでいる
ことから、普及センターも市と連携して、栽培技術の支援にあたってきました。
　生産地は夏秋イチゴの生産として標高が 440m と低いことから、夏場の高温対策が課題であり、

普及センターでは総合農業技術センターの研究成果
を参考に、地下水を利用した株冷却システムによる
栽培を指導してきました。
　14℃の井戸水により、夏場も株元付近を 25℃前
後に保つことができることから、猛暑の中でも順調
な生産をしています。また、栽培する品種の一つは、
山梨県が開発した「06-2-3」で、一番果は 60g を
超え、導入した農業法人の生産意欲はさらに高まっ
ています。
　普及センターでは、今後も農業法人の栽培技術向
上と販路開拓支援により、地域の特産品としての定
着を図っていきます。

富士・東部地域普及センター富士・東部地域普及センター
都留市における地産訪消型農業（夏秋イチゴ）支援都留市における地産訪消型農業（夏秋イチゴ）支援

先進農家での実習の様子

経営計画の作成支援
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・経営について相談したい
・法人化を検討したい
・規模拡大のため融資を受けたい
・事業継承の準備をしたい

農業者
農業法人など

相談

農業経営
戦略会議

・
支援チーム

結成

農業経営相談所
（ワンストップ窓口）

相談者

・税理士
・中小企業診断士
・社会保険労務士

県・市町村

金融機関

ＪＡ・農業団体 課
題
解
決

農業経営相談所の支援体制

専門家

経営計画についての相談

獣害防止電気柵「獣塀くんライト」設置講習会

あけぼの大豆苗と機械移植の実演

夏秋イチゴ生産状況


